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月４回  

みらいえ 

（２回） 

あいあいランド 

（１回） 

へそっこランド 

（１回） 

令和３年度こどもプラザ事業実施計画（案）  

 

１  基本方針  

  子どもや保護者、地域の人など多様な世代が集い、子どもの健全

な育成と子育て世代をみんなで支えていく環境を作る。  

 

２  運営方針  

 ①  子どもたちにとって魅力ある空間づくり  

 ②  子どもと親が育ちあう場所づくり  

 ③  地域の人が関われる子育て支援体制の推進  

 ④  子育て中の保護者を総合的に応援する場所づくり  

 ⑤  子育て情報の発信の拠点  

 ⑥  複合施設・文教地区であることを生かした連携  

 

３  事業計画（案）  

  こどもプラザカリキュラムに基づき、以下の事業を実施予定  

 

⑴  こどもプラザ事業  

 

事業  ねらい  備考  

こどもプラザ  

運営委員会  

 こどもプラザの適正な運営を図るた

め、様々な立場からの意見を聞き、運

営に反映させる。  

年２回  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
ど
い
事
業 

プレママ・パパ  

のつどい  

妊娠中及び産後も、子育て仲間とつ

ながりながら、子育てをする楽しみや

意欲を持てるよう関わる。  

月２回  

産後ママ・パパ

のつどい  

概ね首が座るまでの乳児と保護者を

対象に、困っていることや産後の健康

状態を尋ねるなど、ゆったりと過ごし

てもらう。  

月４回程度  

ベビーのつどい  

首の座った乳児から概ね１歳半まで

の子どもと保護者が触れ合い遊び等を

通して、親子関係を深める。また、保

護者同士がつながっていけるプログラ

ムを実施し、保護者が孤立しないよう

に配慮する。  
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みんなのつどい  

 保護者同士がつながっていけるプロ

グラムを実施し、孤立しないように配

慮する。各親子に合った支援をする。  

 子育てに係る情報をプログラムの中

にいれ、参加者が、子育ての知識を高

める。  

月３回  

（各１回）  

みんなのつどい  

（工作）  

 親子で協力しながら工作を楽しむプ

ログラムを実施し、日常の生活の中で

生かせるようにする。  

 

 

 

出張みんなの  

つどい  

未就園の子どもと保護者が、こども

園、保育園、幼稚園や地域との交流を

深めながら、安心して就園できるよう

にする。  

各園と調整中  

※対象は、園

児と未就学の

親子  

みらいえ地域  

子育て事業  

放課後及び学校休業日の学習の場と

安全・安心な遊びの場を提供すること

により、児童の学習習慣の定着と児童

の健全育成を図る。  

（ＮＰＯ法人みなみ会に委託）  

 

利用者支援事業  

プレイサポーター（臨床心理士）を

配置し、相談できる環境を整える。  

保護者の知りたい情報の収集や提供

など、子育て中の保護者への総合的な

サポートを行う。  

月６回程度  

 
 

 

３
世

代
パ
パ

・
マ

マ
育
て

事
業 

次世代講座  

 中学生、高校生を対象に結婚や子育

てに興味関心を持たせ、将来のライフ

プラン構築の意識付けを図る。  

 

現世代講座  

 子育て世代の父母を対象に、子ども

との関わり方や育児について学ぶ機会

を作り、家庭生活の充実を図る。  

年３回  

祖父母講座  

 祖父母世代を対象に、孫育てや地域

の子どもの見守りや関わり方について

学ぶ機会を作り、地域文化の醸成を図

る。  

年３回  

子育て支援

ボランティア講座 

 子どもとの関わり方や育児等につい

ての講座を実施し、子育てボランティ

アの育成を目指す。  

年３回  

 

月 ２回  

あいあいランド 

（１回） 

へそっこランド

（１回） 

放 課 後 及 び 学

校 休 業 日 （ 夏

休 み は 各 地 区

で実施） 

市 内 中 学 校 ・

高 校 へ 各 １ 回

程度 
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⑵  児童館事業  

・安全で安心できる子どもの居場所の提供  

・子どもが健やかに成長し、イキイキと活動できる行事の実施  

・子どもの自主性、社会性、生活技術が育まれる事業の実施  

 

 

事業  ねらい  備考  

日々の遊び  

自分の好きな遊びを楽しむ充実感や

他者と関わりながら目的をもって遊ぶ

充実感を味わう。  

遊びを通してルールを守ることの大

切さを学び社会性を育てる。  

 

定
期
的
な
遊
び 

わくわく工作  

 制作活動を通して、工夫する楽しさ

や作り上げる達成感を味わうとともに

教材の正しい使い方を知る。市の特産

である播州織の布に親しむ。  

毎週土・日

曜日  

おりがみあそび  

 指先の巧緻性、図形の認識力、美的

情操性、集中力を養いながら、折り紙

の楽しさを知る。  

毎週木曜日  

体操・リズム  

遊び  

曲に合わせて、歌うことや表現する

楽しさを親子で味わい、子どもの情操

性を高めていく。好きな楽器に触れ、

音に親しむ。  

月７回程度  

 

教 
 

 

室 

ク ッキング教室  

 食材が、身体にどのような影響があ

るのかを知るとともに，食への関心を

深める。  

包丁を使う体験を通して生活技術の

向上を図る。  

 異年齢で取り組むことで、上級生が

下級生を思いやる気持ちや責任をもっ

て役割を果たす経験を積む。  

月１回  

 

ドラム教室  

 日常では体験できない楽器に触れ、

親しむ。  

色々なリズムを聴いたり、叩いたり

することで、リズム感を養う。  

年 40回程度  

ソーイング教室  

 ミシンを使う経験を通して、作るこ

との楽しさを味わう。  

自分で作ったものを大切に使うことや

年３回程度  
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プレゼントすることの喜びを知る。  

高校生との縦のつながりを育てる。  

夏休み教室  

 子どもの好きなことや興味のある教

室を実施することで、夏休みならでは

の特別な体験ができるようにする。  

 

 

 

館外体験  

 こどもプラザでは体験できない遊び

を館外の他施設等を活用して挑戦する

ことで、自主性や創造性を養う。  

年１回  

イ

ベ

ン

ト 

季節の行事・  

伝統行事  

 季節を感じ、古くから伝えられてい

る行事には、意味や願いがあることを

知り、次世代へつないでいく。  

 母の日、父の日、敬老の日など感謝

する気持ちを育てる。  

工 作 や ク ッ キ

ン グ 教 室 等 に

あ わ  

こどもプラザ  

フェスタ  

 高校生や大学生が活躍できる場を提

供し、様々な遊びや体験を通して異年

齢の子ども達との交流を図る。  

３月末  

出張こどもプラザ  

 認定こども園や保育園、幼稚園等に

様々な遊具を持ち出し、園児たちに全

身を使った遊びの支援をする。  

各園と調整中  

※対象は、就

園児  

青空こどもプラザ  

 屋外で、大型遊具を持ち出し、存分

に身体を動かすことを楽しみながら運

動能力を高める場とする。  

 

 

中 高 生 の 居 場 所 づ く り 

 相談しやすい環境をつくり、中高生

の不安の軽減を図る。  

 それぞれの趣味や挑戦したいことが

見つけられるように環境設定やイベン

トを行う。  

 自身の力が発揮できるよう活躍の場

を持つ。  

 

多世代交流  

 地域の大人や祖父母世代がそれぞれ

の立場で子どもに関わり、地域全体で

子育てをしていくものであるという醸

成をつくる。  

 

児童向け  

サテライトの充実  

 児童が友達や保護者と関わりながら

遊びを楽しむ。年齢や発達に合った生

 

夏休み期間中

に３回程度 

（プリザーブ

ドフラワー、

木工クラフト

など） 

年４回程度 

（ 季 節 ご と や

他 課 の イ ベ ン

ト に 協 力 し て

実施） 

季節ごとに工作

やクッキング教

室等にあわせて

実施 
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県立こどもの

館、図書館、

生活文化総合

センター、こ

ど も 福 祉 課

な ど  

の

実

施 

活力が身につく体験の場を提供し、同

年齢や異年齢の関りを深める。  

他機関との連携  

 様々な機関と連携した講座やイベン

ト等を実施し、地域全体で子育て支援

に携わる体制を構築する。  

 

 

 

 

 

⑶  子育て支援事業  

・保護者の繋がりや仲間づくりの支援及びリーダーの育成  

 ・地域と繋がる機会の提供  

 ・家庭や地域の教育力向上のための支援  

 

 事業  ねらい  備考  

西

脇

お

や

こ

交

流

教

室 

平日の教室  

保護者の子育て力を引き出し、家庭

の教育力の向上を目指す。  

登録している保護者同士をつなぐこ

とで助け合い、支え合えるようなつな

がりをつくる。  

月２回  

休日の教室  

（さくらんぼ）  

月１回  

広
場
事

業 

へそっこ広場  

（委託事業）  

 親子が様々な体験を通して、関わり

方や遊び方を身に付けるとともにボラ

ンティアグループが活躍できる機会と

する。  

年 11回  

きらきら広場  

（委託事業）  

年 10回  

保護者向け  

サテライトの充実  

 子育てが孤立しないように、気軽に

集い、子育ての不安や悩みを相談でき

る場を提供する。  

 

レッツコミュニ  

ケート事業  

 命の尊さに気付き、我が子を愛おし

む心や人を大切にする心を育てる。  

各 園 と 調 整 中 

※ 対象 は 、 各

園 の親 子  

ボランティア  

サークル支援  

 子育て支援に必要な知識や技術を身

に付け、人の役に立つ喜びを感じる機

会や活躍できる場を作る。  

 

サ ー ク ル み っ け 支 援 
 子どもの発達や子育てに悩みを持つ

保護者に対して、臨床心理士や子育て

月１回程度  
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交
流
教
室 

コンシェルジュ、児童厚生員等による

助言や子育ての情報提供を行う。  

地区マミィ支援  

 生活基盤の地区において、保護者が

自主的に活動し、親子の出会いの場、

連携の場とすることで、親子の孤立や

孤 独 な 子 育 て を な く す 。 （ ６地区でそ

れぞれ活動 ○西脇・津万○重春・野村 

○日野 ○芳田 ○比延 ○黒田庄） 

 

 

他機関との連携  

 様々な機関と連携した講座等を実施

し、地域全体で子育て支援に携わる体

制を構築する。  

 

 

 

⑷  その他  

 ア  支援者の質の向上  

   子育てに係る様々な情報を収集したり、近隣の支援者同士の

研修等を行いながら、自身のスキルを高める。  

 イ  他市との交流  

   近隣市町の支援者同士が情報交換や交流を図り、連携しなが

ら事業を進める。  

 ウ  子育て新聞発行  

   子育てに係る様々な情報や学びの発信をすることで、子育て

中の保護者が知識を深め、意欲的にイベントや講座に参加でき

るようにする。  

 エ  アンケートの実施  

   こどもプラザの事業や取り組みがより充実したものになるよ

う定期的にアンケートを実施し、利用者の意見を反映していく。  

 オ  情報発信  

   様々な媒体を通して、子育て情報を広く発信することで、イ

ベントや事業への親子の参加を増やし、孤立家庭をなくしてい

く。  

 


